
1 

 

会 議 録 

会 議 名 藤井寺西幼稚園 住民説明会 

日時・場所 平成 30年 7月 9日（月） 10:00～12:10  藤井寺西幼稚園 遊戯室 

出 席 者 

○総務部 資産活用課 片田課長、中村課長代理 

○こども・健康部 こども政策課 武廣課長、浜平チーフ、南口主事補 

○こども・健康部 保育幼稚園課 白江次長兼課長、大家課長代理、 

佐伯チーフ 

○教育部 学校教育課 西村課長、重尾課長代理 

 

対 象 者 
在園児保護者、あひる組保護者、周辺地域住民など   44名 

（当日受付。事前申込なし。） 

説 明 内容 

藤井寺市立幼稚園・保育所再編実行計画について、在園児の保護者、現在あひ

る組の申込みをされている保護者、来年度あひる組を考えられている保護者、藤

井寺西幼稚園近隣にお住いの住民の方々に対し、計画の要旨、事由、概要、今後

の流れについての説明を行った。 

資 料 ○藤井寺市立幼稚園・保育所再編実行計画についての保護者説明会 資料 

要  録 

部会長 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《藤井寺市立幼稚園・保育所のあり方検討部会 部会長挨拶》 

 

  《担当職員紹介》 

 

資料説明：藤井寺市立幼稚園・保育所再編実行計画についての概要 

 

  《質疑応答》 

 

 公立の幼稚園を選ぶのは、通園が便利、小学校の横にあること、小学校と交流

ができるなどのメリットがあるからだと思う。そのメリットが無くなると、他の

幼稚園に通われると思う。統合で本当に人数が増えると思っているのか。 

現場から少人数保育で困っている、例えば「少人数で幼児教育をされてきた子

達は、小学校に上がってから落ち着きがない」などの声が上がったのか。このよ

うな生の声をきいて計画を練られたのか。 

藤井寺西小学校と藤井寺南小学校の統合は無くなったが、この時は 1年以上か

けて様々な議論が行われてきたのを議事録で見た。このように、時間をかけた丁

寧な話し合いをするべきではないか。あり方検討部会が立ち上がったのも平成 29

年 3月である。それよりも前に藤井寺市公共 FM推進会議があり、そこで公共施

設 15%削減する話が出ており、ターゲットが幼稚園にされているように感じる。 

私は公立幼稚園が地域とのコミュニケーションを図るうえで大切な施設だと

思っている。それを人数が減ったから統合するのは、あまりに短絡的で、審議も
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重ねないのはさみしいと感じる。 

岸和田市は公立小学校の中に幼稚園を取り込みうまく交流されている。このよ

うなことも視野に入れて考えてほしい。藤井寺西幼稚園は年度によって入園児数

に差があり、本当に入園児数が減少しているのは藤井寺幼稚園ではないかと思

う。他の統合される園に関しても、入園児数はほぼ横ばい状態で、急激に子ども

たちが減っているわけではないと思う。藤井寺西幼稚園単独の運営が難しいので

あれば、近場の民間幼稚園の交流などもできるのではないか。 

計画が考えられてからの対応が早すぎて、保護者がそれに付いていけていな

い。今後、有識者を招き審議をするというが、そのようなことになるのであれば

私立に行かせれば良かったと思う人もいる。このような方については、もう今年

度の募集は間に合わなくなっていると思う。 

 

 今回の統合の目的はあくまで学級人数の向上である。少ない人数だからこその

良さもあるとは思うが、藤井寺市が目指す幼稚園としては、一定数の集団の中で

保育をしていきたいという考えを持っている。他市の実例で、入園児が 10 人を

切った翌年に、急に 0人になってしまい休園になったところもある。このまま進

むと藤井寺市もそういった可能性が高まるのでは、と危機感を持っている。今回

の計画は、こういった状況になる前に計画的に統合をしていきたいと打ち出した

ものである。 

公共施設マネジメントについては、基本的には藤井寺市の公共施設が昭和 40

年～50 年代に建てられ、老朽化が一斉に進み、更新の時期が一気に来ることに

なる。今回の統廃合はお金が無いからという話ではないが、全ての公共施設を一

気に建て替えることは現実的ではない。この中で、今後の幼稚園を考えていくに

あたり、施設規模と利用者との間にある大きな差をどうするかという課題が与え

られた。これが、あり方検討部会のスタートである。一小学校に一幼稚園ではな

くなり、通園距離ものび、統合後解決しなければならないこともあるので、課題

の多いものだとは感じている。 

人数をどのようにして向上させるかについては、今の幼稚園は短縮授業があっ

たり長期休暇があったりで、働きたい方にとっては時間が合わなくなってきてい

る。この辺りを拾い上げられれば、新たなニーズも生まれてくるので、預かり保

育を実施し、就園率の向上を図っていきたいと考えている。 

 

 少人数で困ったことがあったのかとの話だが、少人数で目が行き届くと良い面

もあるとは思うが、子どもの成長の中で、人の話を聞く、大勢の中で発言をする、

我慢をすることなど、集団の中でしか身に着けることのできない、生きていくた

めの力をつけるためには一定人数以上の集団であることが必要であると考えて

いる。 

 

 小学校に空き教室はないのか。小学校に幼稚園を入れるのも一つの案であると

思う。すでに耐震化工事が終わった小学校に、まだ耐震化工事がされていない幼

稚園を入れれば幼稚園の耐震化工事分の費用が浮き良いと思う。空き教室が無い

のであれば難しいとは思うが。岸和田市はモデルケースとしてすでにオープンさ

れており、とてもうまくいっている。 
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 また、幼稚園単独での存続が難しいのであれば、藤井寺西幼稚園を藤井寺南幼

稚園の分園とすることも考えてはどうか。 

 

 現在の西小学校に空き教室として常に空いている教室はなく、全て何らかの用

途で使われている教室ばかりである。 

 

 幼稚園を小学校の中に入れるという案の検討もしたが、なかなか空き教室が無

かったため今回の計画とさせていただいた。 

 

今のあひる組では、子ども達の友達関係ができつつあるが、今回の通園先の選

択でばらばらの園に通園することになるかもしれない。このような事態を引き起

こしてまで計画を急ぐ必要性はあるのか。 

 

昨年の 10 月時点で、4 歳児の入園受付数が予想以上に減少しており、これを

見て本当に余裕が無い状況であると判断した。この結果を踏まえ、最短のスケジ

ュールで今回の計画を考えさせていただいた。現在あひる組に通っている子ども

達については、今年の入園受付の人数を見て、保護者の方とも相談をしながら通

園先を考えていかなければと考えている。 

 

今の質問は子ども達の気持ちを考えているのかと聞いていたと思う。小さいな

りに、子どもはばらばらになりたくないと思っている。親の気持ちよりも子ども

達の気持ちを一番に考えて計画を作ってほしいと思っている。 

 

通園先が別でばらばらになった時の子ども達の思いを親はどう説明すればい

いのか。 

 

統合を機に、あひる組で同じだった友達と離れてしまうことになり、さみしい

と感じてしまうとは思う。園に交流する機会をもっていただくなど、子ども達の

不安を何とか取り除けるように各幼稚園と相談し考えていきたい。 

 

今から考えていくとのことだが、10月の入園申し込みまでに結論は出るのか。 

 

現時点で、具体的な日程はお示しできない状況であるが、子ども達と保護者の

皆様のお気持ちも重く受け止めているので、できるだけ早い段階で決めていきた

いと思っている。 

 

10 月の入園申込までに決まっていないのに、入園申し込みをするということ

か。 

 

全ての部分がその時までに決まっていればいいが、時間のかかる部分もあると

思うので、決まっている部分で通園先を選んでいただくことになるかと思う。 

 

決まっていないのに保護者は幼稚園を選ぶことができないと思うが、どうお考
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えか。 

 

全ての部分の詳細まで決めることは困難であると考えている。ただ、市として

入園申し込みまでに決められる部分については、情報をお知らせしていきたいと

考えている。 

 

今お話を聞いても、何もしていないようにしか聞こえない。預かり保育は実施

すると言うが、他の中身が全く決まっていない中で入園したいと思う人がいるの

か。ますます減ってしまうのではないか。蓋を開けてみて、人が全く来なかった

場合はどうするつもりなのか。また統合するのか、それとも廃園するのか。 

後期計画で 3年保育を検討すると言うが、それまでにかなり減ってしまったら

どうするのか。 

 

今、明確にお示ししている、預かり保育と施設のリニューアルは行う予定であ

る。市としては、園で行われている特色をなるべく残していこうと考えている。

この案が計画として策定され進めていくとなれば、そのまま継続できるものと、

形を変えなければならないものがあり、それをどうしていくかの話し合いは進め

られているが、決めきれていない部分もあるということである。決して今まで行

っていたことをやめるというわけではない。 

 

私立を考えている方はもっと早くから考えられていると思う。こんな直前にま

だ決まっていないことが多ければ、結局私立に行ってしまい、公立には来なくな

ってしまうのではないか。 

 

市として預かり保育や施設のリニューアルなど、新規で行う事業で就園率の向

上を図っていきたいと考えている。 

 

耐震化工事はいつになるのか、またエアコンの導入はいつになるのか。今のあ

ひる組はその恩恵にかかることができるのか。 

 

耐震化には、今年、藤井寺南幼稚園の設計を行っており、設計の翌年に工事と

なるので、来年の夏休みには耐震化工事を行う予定である。リニューアルとエア

コン設置については工事の後に行う予定であるが、詳しい時期までは未定であ

る。 

 

エアコン設置についてだが、耐震化工事からエアコン設置計画が作られ設置さ

れるまでに 1年かかると議員さんから聞いた。そこのタイムラグを埋める工夫な

どは考えられているのか。エアコン設置が 1年も遅れると統廃合の影響を受けた

現在のあひる組の子ども達は、何もメリットを受けることなく卒業することにな

ってしまう。 

 

エアコン設置に 1年かかるという話は初めて聞いた。エアコンは備品扱いとな

るため予算があればすぐにでも設置は可能である。ただ、保育中に設置はできな
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いので、休日や長期休暇に取り付けることになると思う。エアコンの設置計画か

ら設置までに 1年かかるということはない。 

ただ、耐震化工事の時に壁を触ることがあり、エアコンを先に取り付けるとい

ったん取り外すことになり傷んでしまうため、耐震化工事の後の設置となる。 

 

では、来年の夏に耐震化工事が行われ冬休みにエアコンを設置することも可能

ということか。 

 

その辺りのスケジュールは今後検討していきたい。 

 

急に小さい広報記事で統合を知らされ、驚いている。子どもは自分がしてもら

ったように、来年は自分が年少さんにカレーを振舞うのだと楽しみにしている。

小学生の子どもも、西幼稚園との交流をとても楽しみにしている。無くなるかも

しれないと伝えると、とても悲しんでいた。南幼稚園に行っても年少との交流は

あると伝えているので、できるだけこのような交流の機会を無くさないでほし

い。藤井寺市の子ども達が楽しく通えるようにしていただきたい。 

 

人数の理由だけで統合するのは反対である。西幼稚園の良さは逆に少人数保育

であるところだと思う。今、年長組に通園しており、年長組はもちろん、年少組

さんの名前も覚えている。卒園児のお別れ会の時に泣く園児もいると聞く。少人

数だからこそ触れ合う機会が多かったからだと思う。 

 

一番の希望は統廃合がされないことである。市は 6月の広報で知らせたので、

対応は間に合っていると思っているようだが、今から私立に途中入園させる親は

いないと思うが、統合するならば 3年保育を実施している私立に行かせたのにと

思う人もいたはずである。 

西に行くのか南に行くのか、詳細を聞いても「具体的なことは今後検討する」

と言われる中で入園を決めないといけない状況は、計画を 1年遅らせさえすれば

解決できるのではないか。 

そうすれば今のあひる組はこのまま年少に上がり、年長さんは小学校との交流

もできる。そして、来年は南幼稚園で西幼稚園区と南幼稚園区二つのあひる組を

受付し、次年度に全員で南幼稚園へ引っ越しすれば、子ども達の負担は軽減され

るのではないか。本来は西幼稚園から西小学校に通うのが筋だが、財政的な問題

上どうしても仕方がないとなれば折れて、このような対応があれば、統合に関し

て安心される保護者の方はたくさんいると思う。10月の入園申し込みが迫る中、

計画の中身が微妙なまま、畳みかけるようなことをするから反対の運動をしない

といけなくなっている。しっかり時間をかけて大半の保護者が納得できるような

状態にしてから統合に関する説明会を開き、理解を得てから進めていくものでは

ないか。 

何度も預かり保育を実施すれば学級人数は増えると言うが、預かり保育はあく

まで付加価値でしかなく、今はどこでも実施されている。実施すれば人数の拡充

が望めると、市から回答があった。統合して預かり保育だけを実施し、3年保育

に関しては後期計画で検討するとしているが、もし後期計画が出る 3年間ほどの
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間に学級人数が 10 人を切ったらどうするつもりなのか。その間に通うことにな

った子ども達は多くのデメリットの中、園児も少ない状況におかれるがどうする

つもりなのか。 

 

 市の考え方として、統合時期はお示ししている計画の通りである。各園で行っ

ている説明会でも同じような意見をいただいているが、この場で 1年伸ばすなど

といった具体的なことはお伝えできない。7月末までパブリックコメントも実施

しているので、そちらの方にも書いていただけたらと思う。また、各幼稚園での

説明会を実施していくにつれて、再度説明会の必要性を感じている。どのような

形で説明会を実施するかについては、各園の説明会が終わり次第早急にお伝えし

ていく予定である。 

市として、公立幼稚園の良さを理解しているので、預かり保育という付加価値

を付け、就園率の向上に努めたい。現時点でこれ以上人数が減るとは考えていな

い。 

 

駄目だった時のことも考えて計画を考えるべきだと思う。前期計画でさらに人

数が減ってしまってから、対策を後期計画で考えると対応が後手に回ってしま

う。職員と部屋の数も十分あるのに、どうして統合前に 3年保育ができないのか。

統合の時期をずらして 3年保育をすることはできないのか。 

 

部会でも 3年保育をどうするかについて話は出ていた。今回の統合を機に 3年

保育をすることにはなっていないが、現在の市にとって 3年保育が必要かそうで

ないかという話ではない。保護者からのニーズが高いことも理解している。各説

明会で意見が出たことも伝えさせていただく。 

ただ、3年保育を実施することは藤井寺市全体において大きな決断になる。社

会の変化によって保育のニーズが高まり、民間幼稚園の生き残りが難しくなって

きているなか、行政も 3歳児保育を始め、競争して子どもを取り合うとなると、

民間幼稚園に与える影響は甚大である。これが良くないという話ではないが、こ

のような影響を考えると 3 年保育を実施することは非常に大きな決断になるの

で、有識者の方や現場の方の話を聞きながら 3年保育を実施するのか、または、

例えば、民間では中々預かってくれない障がい児保育に力を入れていくのか、先

ほど出た小学校の中に幼稚園を入れるのかなど、慎重に考える必要性があると考

えている。 

 

西幼稚園が無くなると聞いて子どもが戸惑っている。統合の報せが急すぎて、

子どもにうまく説明する時間も、気持ちの整理をする時間もない。これが保護者

の怒りの元になっていると思う。 

広報の載せ方もおかしい。「在園児に影響がない」と書かれていたが、今の在

園児にはとても大きな影響がある。来年度、年少組が大きく減ってしまうと色々

な行事にも影響が出るし、下の子と関わることで得られる教育効果も無くなって

しまう。ある程度決まっていることがあれば、保護者などにもっと早くに知らせ

てほしかった。そうすればこんなに混乱は起きなかったと思う。今後、保護者と

子ども達のことを考えていただけているなら、些細なことでも決まっていること
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があれば、その都度知らせて欲しいと思っている。 

 

今日の説明会は個人が聞きたいことを聞く説明会であると認識しており、2回

目の説明会はパブリックコメントで出た意見がどのように計画に反映されたか

を検証し、住民合意に努めるための説明会であると認識しているので、2回目の

説明会は計画案が策定される前に実施することを要求する。 

 

2回目の説明会を実施したいとは考えているが、具体的な開催時期を今すぐに

お伝えすることはできないが、このよう意見があったことは報告する。 

 

様々な意見に対して対応が遅れ、保護者からの信用も失っているので、せめて

2回目の説明会は計画案が策定する前の開催を強く求める。 

 

来年度西幼稚園の入園が 1人だけだったとしても園は運営されるのか。 

また、南幼稚園に入園させるかもしれないので、南幼稚園のあひる組の利用は

できるのかと、南幼稚園の園長に問い合わせると、私の方からはお伝えできない

と言われたがどうなるのか。 

 

仮に入園児童が1人なったとしてもクラスとして運営させていただく方針では

あるが、かなりの少人数になってしまう場合、保護者の方にお伝えし相談させて

いただこうと考えている。 

あひる組に関しては、9月から西幼稚園と南幼稚園の併用は可能である。受け

付けは西幼稚園と南幼稚園のどちらでもしていただける。9 月、10 月、11 月の

あひる組は西幼稚園と南幼稚園で別日程になっているため、両方の園を利用して

いただける。 

 

議会で統廃合についての予算が承認されていないのに、計画に西と南の選択に

ついて記載するのか。 

 

統廃合については計画になるので、予算などの議会承認は必要ない。条例など

を変えるとなれば、議会での承認が必要になってくるが、まだ先のことになる。 

 

この統廃合に関して条例を変える必要があるのか。 

 

西幼稚園が廃園ということになれば、施設設置条例の一部改正が必要となって

くると思う。まず教育委員会会議に諮ってからとなるので、改正の時期は未定で

ある。 

 

条例改正となれば議会の承認が必要となると思うが、まだ議会に通っていない

のに計画に統合すると記載できるのか。 

 

条例を変える根拠となる計画を策定してから、条例改正となる。 
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仮に計画が策定される前に、10 月に新通園先へ入園申込みを済ませ、計画が

策定されなかった場合はどうなるのか。 

 

計画が策定されなかった場合は、統合が無くなるので、西幼稚園に通っていた

だくことになる。 

 

今まで西小学校と交流をしてもらっていたので、統合してからも交流は続けて

ほしい。交流は今まで通りしてもらえるのか。 

 

小学校と幼稚園の交流は、双方に大切なものであると認識しているので、幼稚

園側も小学校側も交流は続けていきたいと思っていただいている。 

ただ、交流の中身や時期については検討課題が残っているが、前向きに検討し

ていく予定である。 

 

南幼稚園に統合となるとかなり遠くなってしまう。道も危険な個所があり不安

である。どれ程園が遠くなるか、どれだけ大変になるか実際に体験してみてから

計画をたててほしい。市役所の人はこのようなことを実験してみようと思わない

のか。西幼稚園までは歩道があるが、南幼稚園までの道はとてもスピードを出し

て走る車も通る。朝の数時間だけ規制するなど、何か対策は打てないのか。 

 

できるだけ安全な通園路を、幼稚園や警察などと協議をして設定していくつも

りである。 

 

広報の行政トピックスに小さく掲載していただけで計画を進めていることが

問題である。保護者の気持ちを考えるとあと1年伸ばした方が良いのではないか。

園児数が減った原因を分析し、3年保育や給食、預かり保育などを導入していけ

ば園児数は向上すると思う。 

また、なぜ西幼稚園と野中分園が南幼稚園へ統合されることになったのか、理

由が全く分からない。納得のできる理由を教えていただきたい。 

通園路の話も出たが、今、西小学校前の道路は朝一部の時間帯に通行規制がな

されているが、幼稚園の通園路についても規制をしていかないと安全性は確保さ

れないと思う。 

 

道明寺こども園では預かり保育と給食が実施されており、園児数は減っていな

い状態である。道明寺こども園の預かり保育の需要は高く、年々利用者は増加し

ている。また、第 1保育所で実施されている一時預かりは、普段は 1歳、2歳児

の利用が中心だが、長期休暇期間中は幼稚園児の割合が増加する。以上のことを

踏まえ、藤井寺市の幼稚園で一か所だけ預かり保育が実施されている状態である

ので、統合を機に全園に預かり保育の導入を考えている。 

統合場所についてだが、藤井寺市を外環状線と堺大和高田線で市域を 4地域に

分割し、開発する都市計画マスタープランというものがある。この考えを踏まえ、

近鉄南大阪線より南、外環状線より西となる地域の一番中央に近い藤井寺南幼稚

園を選ばせていただいた。また西幼稚園の土地は国の史跡指定がされており、今
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後の建て替えが困難である。 

 

広報の伝え方は突然すぎると感じていた。公立幼稚園の人数をもっと増やす努

力や、人数が減った理由をもっと分析してほしい。 

 

公立幼稚園だけでなく私立幼稚園も緩やかに減少している。子どもの数は減っ

ているが、保育園の園児数は増加し続けている。園児数が減った原因は一つでは

ないと思うが、核家族化や女性の社会進出により保育の方に人が流れていってい

るのではないかと分析している。 

 

保護者のニーズに応えてこなかったために、これだけの施設規模と利用者のか

い離が生まれたのだと思う。平成 27年に PTAが 3年保育の要望を出したと聞い

たが、当時はどのように対応したのか。 

 

それは教育委員会に提出されたものか。 

 

市長宛に保育幼稚園課へ 12月 25日に提出した。資料を見せていただいたが、

3年保育に関して明記されていた。保育料の値上げに関しての要望書だったが、

その中にメリットの一つとして 3年保育をしてはどうかとの記載があった。 

 

確認する。保育幼稚園課は保育料の決定に関係しているので、3年保育につい

ては見落としがあったのかもしれない。 

 

周辺の私立に対しての心配ばかりしているように思える。一番危機的なのは藤

井寺市の公立幼稚園ではないか。統合のメリットが弱いから、これだけの反対運

動が起きている。統合後、後期計画まで公立が残っていくのか不安である。私立

は色々な取り組みで形を変え、生き残りに必死であるのに対し、公立は共存を考

えていては数年後には、他市の幼稚園に通う人ばかりになってしまうのではない

か。このような危機感は持たれていないのか。 

 

公立優先で生き残りの方法を考えなえなければならないという意見もあった。

しかし市として、公立と私立のどちらが大切かではなく、両方のことを考えてい

かなければならない。今年度の入園児数が少なく、全園をこのまま維持していく

ことが難しくなったため、3歳児保育などの決断をする前に統廃合という考えを

取らせていただいていた。 

民間と戦ってでも 3歳児保育を実施する方針が決定すれば実施の方向に進み、

新しい公立の魅力を推しだす方針に決定すればそちらに進んでいくことになる。

このようことを検討していくのが今後の課題であると思っている。 

 

公立の良さを伸ばし、入園数を増やすことが市の役割であると思う。公立幼稚

園の良さは小学校の隣にあることだったのに、それを市が無くしてしまって良い

ものなのか。私立と戦っていくとかの話ではない。保護者は幼稚園で一緒だった

友達とそのまま一緒の小学校に上がってほしいと考えておられる。西小と南小に
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※ 

分かれているのに、なぜそれよりも年齢の低い幼稚園が統合になるのか。矛盾し

ている。 

都市計画マスタープランの話も出たが、明らかに後付である。この計画は幼稚

園を統合するために考えられたのではない。この計画は全体の町づくりをどうし

ていくかについて考えられている。保護者は、統廃合で公立の魅力が見えづらく

なり、現場の先生方が頑張っておられ、地域の人々にも協力していただいている

のに、さらに園児数が減ってしまったらどうするのかと不安である。 

先ほどから 1年延ばしてほしい話が出ているが、最低限の要望ではないか。計

画案を決める前に、現場や保護者に意見を聞き、時間をかけ沢山出てくる課題の

解決に取り組むのが普通の手順である。 

10 月の入園募集まで時間がない中、このように何も決まっていない状況でど

のように幼稚園を選べばいいのか。西幼稚園の年少組は来年度 9人だけで年長組

になるのか。何も決まっていないからみんな不安に思うのではないか。 

少なくとも公立幼稚園をどうしていきたいかの姿勢を見せていただきたい。公

立幼稚園の良さは何だと考えているのか。 

 

公立幼稚園の良さは、小学校の隣にあり交流などができることもメリットの一

つだと思うが、子ども達に対してのきめ細かい保育もそのうちの一つだと思う。

各幼稚園の特色に応じた活動もそれぞれの幼稚園の個性であり、良さの一つであ

ると感じている。 

 

今できているきめ細かい教育は少人数だからこそできるものではないか。保護

者が心配しているのは、更に減ってしまうのではという点である。 

 

【要点筆記】 

以上 

 


